
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館市立戸倉中学校 

＜重点教育目標＞  

主体的に学び合い  

  心豊かにたくましく活動する 

         生徒の育成 

第 6号 2025.9. 26 (Fri)  

戸倉が丘 
うつくしく心 よそだて 

たくましく体よそだて 

するどく知性よそだて 

全国学力学習状況調査の分析・考察 
 

 
 

［国語］ 

  全体の正答率は、全道・全国と比べて約３ポイント低い状況となりましたが、「知識及び技能」に関する事

項、「思考力・判断力・表現力」等のうち、読むことに関する問いについては、平均と同等か、高い値となり

ました。このことから、問題を読みとる力は身についていると考えられます。しかし、『書くこと』について

の正答率が低くなっており、特に「理由を書く」問題については、無解答率が非常に高く、自分で考え、文

章で表現するのが苦手な生徒が多いと考えられます。根拠を明らかにして考えていくことは、とても重要で

すから、これからさらに言語活動を充実させていくことが求められます。 

［数学］ 

  全体の正答率は、全道・全国と比べて約１１ポイント低い状況となりました。中でも、「数と式」「関数」

の領域が低い結果となりました。また、観点別では、「思考・判断・表現」よりも「知識・技能」の方が、平

均との差が大きい状況が見られました。用語やその意味、文字での表し方、グラフの読み取り等、基本的な

事項のさらなる定着が必要です。また、国語同様、「説明する」「証明」問題の無解答率が高くなっている状

況が見られます。これらのことを踏まえると、基本的な内容を理解し、それを活用することに苦手意識があ

る生徒が多いと考えられます。 

［理科］ 

ＩＲＴスコアでは、全道・全国よりも低い状況となり、そのことから、「難易度の低い問題」の誤答が多い

ことが考えられます。また、公開問題のみで見ると、記述式の正答率が低いことが上げられます。基本的な

用語や法則について、繰り返し確認することと同時に、様々な事象に対して、仮説を立てながら、検証して

いくなど、論理立てて考えていくことが必要であると考えられます。 

［ＩＲＴスコアとは］ 

各設問の難易度等を用いて、IRT の数式により受験者の能力値を推定するもの。能力値は、難易度の高い

問題に正答していると高めに、難易度の低い問題に誤答していると低めに算出されます。IRT スコアは、推

定された能力値を分かりやすく示すものであり、５００を基準として算出します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月の行事予定 
 
１日（水）一斉専門委員会 

２日（木）ＡＬＴ来校 

６日（月）文化祭前日準備 

７日（火）第５３回文化祭（市民会館） 

８日（水）３年生実力Ｂテスト 

      ＡＬＴ来校 

１２日（日）吹奏楽部定期演奏会 

１３日（月）スポーツの日 

１４日（火）英検ＩＢＡ 

１６日（木）生徒会役員選挙 

２１日（火）認証式 

      一斉専門委員会 

２２日（水）職員会議 

      ＡＬＴ来校日 

２３日（木）教育相談（～３０日） 

２７日（水）給食費引落日（１０月分） 

２９日（水）校内研修 

      ＡＬＴ来校日 

３１日（金）地域公開参観日 

２年生地域研修 
９／１２（金）に江差町で２年生の地域研修が行われま

した。今年度は連日報道されていたように、江差町で熊の

出没が頻繁に起こっており、安全面を考慮して、班ごとに

よる自主研修は実施せず、全体研修を中心としました。例

年とは異なる形の研修でしたが、安全に、学びを深めるこ

とができました。 

１年生校外学習 
９／１９（金）に１年生の校外学習が行われました。五

稜郭公園をスタート地点とし、湯川地区から西部地区まで
の広い範囲を、班員と協力しながら意欲的に活動し、充実
した研修となりました。 

［生徒質問紙から］ 

① 学習について 

 ○ 家庭での学習は、ＰＣ・タブレットを用いて学習に取り組む生徒が多く、効率的に学習に取り組めてい

るようです。しかし、平日、休日ともに「全く勉強しない」生徒も多く見られます。 

   学校での授業では、学んだことを「自分の考えにまとめる」「次の学習内容に生かす」「日常生活に生か

す」ことなどが苦手な生徒が多いようです。 

以上の事から、学習については、継続して取り組む習慣の確立や学んだことを活用する力が必要である

と考えます。 

② 自分自身・学校生活について 

 ○ 「自分に良いところがある」「人の役に立ちたい」「困っている人を進んで助ける」と考えている生徒が平

均より多い状況です。その反面、「困りごとや不安がある時、先生や周りの大人に相談できる」生徒が平均

より少ない状況となりました。 

   以上の事から、自己肯定感が高く、社会貢献の意識が高い生徒が多いと考えられますが、自分が困った

時に、周りに助けを求にくいことが伺えます。安心安全な生活を送られるような環境整備や人間関係の構

築が必要であると考えられます。 

※ 国語・数学の結果の詳細については、学校ホームページに掲載しています。 


